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2Heart Full Information 広報あんど

・
歳
入
歳
出
総
額

１
億
２
９
４
万
８
千
円

・
主
な
補
正
内
容

前
年
度
の
医
療
費
精
算
に
伴
う
前
年

度
繰
上
充
用
金

○
安

町
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決

処
分
に
つ
い
て

【
承
認
】

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
４
月
30
日
公
布
）
に
伴
う
町
税
条
例

の
一
部
改
正
。

個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控

除
の
申
告
書
の
提
出
期
限
に
係
る
宥

恕
規
定
の
整
備
、
法
人
住
民
税
に
つ

い
て
は
新
た
な
法
人
制
度
の
創
設
に

伴
う
公
益
法
人
関
係
税
制
の
整
備
、

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
非
課
税
等
特

別
措
置
の
創
設
等
の
改
正
で
す
。（
４

月
30
日
施
行
）

○
安

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
の
専
決
処
分
に
つ
い
て【

承
認
】

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
４
月
30
日
公
布
）
に
伴
う
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
に
伴
い
、

賦
課
額
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
を
追
加
し
、
そ
の
算
定
額
基
準

等
を
定
め
る
等
の
改
正
で
す
。（
４
月

30
日
施
行
）

斑
鳩
町
と
の
合
併
協
議
推
進

を
求
め
る
意
見
書
な
ど

平
成
20
年
第
２
回
安

町
議
会
定
例

会
は
、
６
月
10
日
か
ら
18
日
の
９
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
案
件
、
補
正
予
算
案
、
条
例
の

一
部
改
正
等
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
提
出

さ
れ
た
「
斑
鳩
町
と
の
合
併
協
議
を
推

進
す
る
意
見
書
」
は
、
全
会
一
致
で
可

決
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
に
議
会

推
薦
と
し
て
４
名
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
19
年
度
安

町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て【

承
認
】

翌
年
度
繰
越
額

３
６
０
万
円

（
下
水
道
事
業
繰
出
金
）

○
平
成
19
年
度
安

町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

【
承
認
】

翌
年
度
繰
越
額

６，

８
２
０
万
円

報
　
告

平
成
　
年
　
第
２
回
安
堵
町
議
会
定
例
会�
20

平
成
　
年
　
第
２
回
安
堵
町
議
会
定
例
会�
20

平
成
　
年
　
第
２
回
安
堵
町
議
会
定
例
会�
20

○
安

町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
に
つ

い
て

【
承
認
】

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補

償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改

正
（
３
月
26
日
公
布
）
に
伴
う
町
条

例
の
一
部
改
正
。

補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
、
配
偶
者
以

外
の
扶
養
親
族
に
係
る
加
算
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
４
月
１
日
施

行
）

○
平
成
20
年
度
安

町
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て（
補
正
第
１
号
）【
可
決
】

・
補
正
額

８
５
０
万
５
千
円

・
歳
入
歳
出
総
額

27
億
４，

９
５
０
万
５
千
円

・
主
な
補
正
内
容

人
事
異
動
に
伴
う
各
課
人
件
費
の
調
整

道
路
橋
梁
費

４
０
０
万
円

消
防
団
員
退
職
報
償
金２

９
２
万
２
千
円

○
安

町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

【
可
決
】

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
４
月
30
日
公
布
）
に
伴
う
町
税

条
例
の
一
部
改
正
。

条
例
改
正

補
正
予
算

（
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
）

○
平
成
19
年
度
安

町
一
般
会
計
補
正

予
算
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
（
補
正

第
９
号
）

【
承
認
】

・
補
正
額

２
万
７
千
円

・
歳
入
歳
出
総
額

28
億
１，

２
５
８
万
５
千
円

・
主
な
補
正
内
容

積
立
金
（
基
金
利
息
の
積
立
）

○
平
成
20
年
度
安

町
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
の

専
決
処
分
に
つ
い
て
（
補
正
第
１
号
）

【
承
認
】

・
補
正
額

１，

４
６
２
万
円

・
歳
入
歳
出
総
額

１，

８
５
５
万
円

・
主
な
補
正
内
容

前
年
度
繰
上
充
用
金

○
平
成
20
年
度
安

町
老
人
保
健
特
別

会
補
正
予
算
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

（
補
正
第
１
号
）

【
承
認
】

・
補
正
額

１，

７
９
４
万
８
千
円

専
決
処
分

●　町　議　会　●
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● 町　議　会　●

寄
附
控
除
の
見
直
し
、
上
場
株
式
等

の
配
当
・
譲
渡
益
の
軽
減
税
率
の
廃

止
及
び
損
益
通
算
の
範
囲
の
拡
大
。

ま
た
、
個
人
住
民
税
に
お
け
る
公
的

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
導
入
。

肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に

係
る
課
税
の
特
例
。
法
人
住
民
税
に

お
い
て
は
、
民
法
第
34
条
に
規
定
さ

れ
て
い
る
社
団
法
人
、
財
団
法
人
が

一
般
社
団
法
人
、
一
般
財
団
法
人
、

公
益
社
団
法
人
、
公
益
財
団
法
人
に

区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

【
可
決
】

広
域
連
合
規
約
に
お
い
て
、
副
広
域

連
合
長
２
人
を
３
人
に
改
め
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
執
行
機
関
の
選
任
の

方
法
、
副
連
合
長
の
任
期
等
の
関
連

条
項
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
斑
鳩
町
と
の
合
併
推
進
を
求
め
る
意

見
書

【
可
決
】

安

町
の
将
来
を
見
据
え
、
斑
鳩
町

と
の
合
併
推
進
を
申
し
入
れ
る
意
見

書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
斑
鳩
町

長
、
議
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
意
見
書
全
文

斑
鳩
町
と
の
合
併
推
進
を
求
め
る
意

議
員
提
案

見
書昨

今
、
地
方
分
権
が
強
力
に
推
進

さ
れ
る
中
、
特
に
小
規
模
町
村
は
将

来
見
込
ま
れ
る
人
口
の
減
少
化
や
脆

弱
な
財
政
基
盤
に
加
え
、
行
政
組
織

の
効
率
性
や
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る

な
ど
行
財
政
運
営
全
般
に
わ
た
り
深

刻
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

本
町
で
も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
特
に
財
政
面
に
お
い
て
は
今

後
も
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
に
よ

る
歳
入
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
伴

う
扶
助
費
等
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

よ
り
厳
し
い
財
政
運
営
が
迫
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
今

後
も
安
定
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
の
た
め
に
は
行
財
政
基
盤
の
強
化

が
必
要
で
あ
り
、「
市
町
村
合
併
」
は

有
効
な
手
段
で
あ
る
。
斑
鳩
町
と

安

町
は
、「
和
を
以
っ
て
貴
し
と
な

す
」
の
教
え
、
聖
徳
太
子
の
世
界
文

化
遺
産
・
法
隆
寺
を
は
じ
め
と
す
る

歴
史
、
文
化
の
つ
な
が
り
が
特
に
深

く
、
安

中
学
校
の
校
歌
に
も
、「
斑

鳩
の
と
み
の
小
川
伝
え
来
し
、
聖
の

お
し
え
…
…
。」
と
歌
わ
れ
、
富
雄
川

の
せ
せ
ら
ぎ
が
心
を
和
ま
せ
て
い
る
。

今
後
、
両
町
に
お
け
る
新
た
な
地

域
社
会
の
構
築
や
連
携
は
安

町
域

に
お
い
て
も
そ
の
恩
恵
を
受
け
、
新
た

な
展
望
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
安

町
議
会
は
、
本
町
を

と
り
ま
く
様
々
な
社
会
的
環
境
（
歴

史
・
地
理
・
経
済
等
々
。）
の
発
展
に

密
接
な
る
つ
な
が
り
の
あ
る
斑
鳩
町

と
の
合
併
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、

合
併
協
議
を
早
期
に
推
進
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
20
年
６
月
18
日

奈
良
県
安

町
議
会

斑
鳩
町
長
　
小
城
利
重
　
殿

斑
鳩
町
議
会
議
長
　
中
川
靖
広
　
殿

○
安

町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
の
議
会
推

薦
４
名
は
、
別
掲
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。

そ
の
他

明日の農業を担う
新しい農業委員決定

平成20年７月６日に行われた農業委員会
委員選挙、北和農業共済及び町議会の推薦

による17名の新しい委員です。
任期は平成20年７月20日から3年間です。

選挙による選出委員(12名）

北和農業共済共済推薦委員(１名）

安 町議会推薦委員(４名）

氏　　　　名

1 胡　内　郁　治 東安

2 岡　田　和　之 東安

3 平　山　　　亘 東安

4 寺　田　誠　司 東安

5 小　城　行　雄 西安

6 小　城　堅　一 西安

7 松　村　良　雄 窪　田

8 戌　亥　宗　夫 窪　田

9 近　藤　昭　生 岡　崎

10 近　藤　剛　庸 岡　崎

11 増　井　迪　夫 笠　目

12 松　本　庄　司 笠　目

13 斧　田　政　輝 窪　田

14 藤　井　信　幸 東安

15 松　本　正　弘 東安

16 井　上　良　雄 笠　目

17 山　口　圭　司 窪　田
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●　お知らせ ●

そ
の
世
帯
に
属
す
る
長
寿
医
療
（
後

期
高
齢
者
医
療
）
被
保
険
者
の
方
の

所
得
・
収
入
で
判
定
し
ま
す
。

a
課
税
所
得
額
が
１
４
５
万
円
以
上

あ
る
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医

療
）
被
保
険
者

s
課
税
所
得
額
が
１
４
５
万
円
以
上

あ
る
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医

療
）
被
保
険
者
と
同
一
の
世
帯
に

属
す
る
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者

医
療
）
被
保
険
者

※
た
だ
し
、
収
入
額
が
次
の
①
又
は
②

の
基
準
を
満
た
す
場
合
、
申
請
す
る

こ
と
で
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

①
世
帯
内
に
他
の
75
歳
以
上
の
方
が
い

な
い
場
合
収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満

で
あ
れ
ば
、
申
請
で
１
割
負
担
に

②
世
帯
内
に
他
の
75
歳
以
上
の
方
が

い
る
場
合
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０

万
円
未
満
で
あ
れ
ば
、
申
請
で
１
割

負
担
に
な
り
ま
す
。

現
役
並
み
所
得
者

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
制
度
の
所
得
区
分
は
、
被
保
険
者
の
所
得
・
収
入
に

応
じ
て
、

・
　
　
　
・
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
に
区
分
さ
れ
、

自
己
負
担
割
合
・
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

かかった医療費の１割（現役並み所得者は3割）を支払います。
ただし、個人ごとに同じ月の負担限度額を超えた分は払い戻しを受けることが出来ます。

※１年間に4回以上限度額を超えた場合、4回目以降の限度額は（ ）の金額となります。
注）入院時の食事代や差額ベッド代等は、支給対象となりません。

以
外
の
課
税

世
帯
に
属
す
る
方

そ
の
世
帯
に
属
す
る
世
帯
主
お
よ
び

世
帯
員
全
員
の
課
税
状
況
で
判
定
し

ま
す
。

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ

る
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

被
保
険
者

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び

世
帯
員
全
員
の
所
得
状
況
で
判
定
し

ま
す
。

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び

世
帯
員
全
員
が
非
課
税
か
つ
基
準
額

以
下
の
所
得
で
あ
る

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
被

保
険
者

低
　
所
　
得
　
Ⅰ

低
　
所
　
得
　
Ⅱ

現
役
並
み
所
得
者

長
寿
医
療（
後
期
高
齢
者
医
療
）所
得
区
分
に
つ
い
て

現
役
並
み
所
得
者

一
般

低
所
得
Ⅱ

低
所
得
Ⅰ

一
　
　
　
般

窓口で支払う自己負担金

世帯の所得区分 通院の限度額（個人ごとに計算） 世帯の限度額

現役並み所得者 44,400円 80,100円＋〔（かかった医療費－267,000円）×1％〕

（44,400円）※

一　　　　　般 12,000円 44,400円

低所得者　　Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得者　　Ⅰ 8,000円 15,000円
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●　お知らせ ●

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
医
療
機
関
に
提
示
す
れ
ば
、
入
院

時
の
患
者
負
担
限
度
額
お
よ
び
食
費

負
担(

上
記
料
金
表
の

■
通
り
）
が

少
な
く
て
す
み
ま
す
。

こ
の
認
定
証
は
、
長
寿
医
療
（
後
期

高
齢
者
医
療
）
窓
口
に
申
請
し
て
、
認

め
ら
れ
た
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

認
定
期
間
は
申
請
日
の
月
初
め
か
ら

７
月
31
日
ま
で
で
す
。
８
月
以
降
は
再

度
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
１
年
間
に
90
日
以
上
入
院
の

場
合
は
、
入
院
日
数
の
分
か
る
書
類

（
領
収
書
等
）
を
持
参
し
、
再
度
申
請
が

必
要
で
す
。

世
帯
に
無
申
告
の
方
が
い
る
場
合
は
、

非
課
税
世
帯
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付：

安

町
役
場
住
民
課
②
番

1
57
―
１
５
１
１
（
代
）

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
の

窓
口
　
内
線
２
２
２

なお、入院の場合は食費や居住費の自己負担が下記のとおり必要です。
ただし、入院する病床によって自己負担が異なります。

※ただし、●入院時生活療養費Ⅱを算定する保険医療機関に入院する場合は＊（食費）１食420円
また、療養病床に入院している場合でも、入院医療の必要性の高い状態が継続する方や、回復期リハビリ
テーション病棟に入院している方は、療養病床以外に入院する場合と同じ自己負担額となります。

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医

療
）
入
院
『
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』

療養病床以外 療養病床　※

現役並み所得者 ●入院時生活療養費Ⅰを算定する保険医療機関に入院する場合

及　　び 1食につき260円 ＊（食　費） 1食につき460円

一　　　　　般 （居住費） 1日につき320円

1食につき210円
（食　費） 1食につき210円

低所得　Ⅱ
1食につき160円 （居住費） 1日につき320円

（1年間に90日以上入院）

（食　費） 1食につき130円

低所得　Ⅰ
1食につき100円

（居住費） 1日につき320円

(老齢福祉年金受給者) （食　費） 1食につき100円
（居住費） 1日につき　 0円

現
在
交
付
し
て
い
ま
す
国
民
健
康
保

険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
再
度
認
定
を
受
け
る

必
要
の
あ
る
方
は
、
８
月
中
に
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

に
つ
い
て
は
、
所
得
基
準
が
あ
り
ま
す

の
で
平
成
20
年
度
は
対
象
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

既
交
付
認
定
証
、
保
険
証
、
印
鑑

お
問
い
合
せ

住
民
課
国
民
健
康
保
険
係

1
57
―
１
５
１
１
（
内
線
２
２
３
）

国
民
健
康
保
険
限
定
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
更
新
に
つ
い
て
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家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
を
図
る

た
め
に
、
小
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
て
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

支
給
月
額

第
１
子
　
　
　
　
５，

０
０
０
円

第
２
子
　
　
　
　
５，

０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
１
０，

０
０
０
円

※
３
歳
未
満
の
児
童
は
一
律
月
額
１

万
円
。
ま
た
３
歳
到
達
後
の
翌
月

か
ら
は
、
第
１
子
・
第
２
子
の
手

当
月
額
は
５
千
円
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
一
定

額
以
上
所
得
の
あ
る
方
に
は
児
童

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
児
童
手
当
認
定
請
求
書
を
提
出
し
、

市
町
村
長
の
認
定
を
受
け
な
け
れ

ば
、
児
童
手
当
を
受
け
る
権
利
が

発
生
し
ま
せ
ん
。

認
定
請
求
に
必
要
な
も
の

○
認
定
請
求
書
（
役
場
に
あ
り
ま
す
。）

○
印
鑑

○
健
康
保
険
証

○
預
金
通
帳
の
コ
ピ
ー
（
郵
便
局
以
外
）

児
童
手
当
等
の
現
況
届
は
す
み
ま
し
た

か
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
急

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
が
あ
っ

て
も
現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
６
月

以
降
の
手
当
が
受
け
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

死
亡
、
離
婚
、
生
死
不
明
、
拘
禁
な

ど
の
理
由
で
父
と
別
れ
て
生
活
し
て
い

る
児
童
や
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童
、
父
母
と
も
不
明
で
あ
る
児
童
、

あ
る
い
は
父
が
重
度
の
障
害
の
状
況
に

あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
児
童
と
は
18
歳
に
達
す
る

日
以
降
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
心
身
に
一

定
の
障
害
の
状
況
に
あ
る
人
は
20
歳
ま

で
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
公
的
年
金

を
受
け
る
事
が
出
来
る
と
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
所
得
制
限
や
そ
の
他
の
支
給
要
件
が

あ
り
ま
す
が
、
支
給
資
格
者
と
し
て

認
定
さ
れ
れ
ば
手
当
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
か
ら
５
年

を
経
過
す
れ
ば
請
求
権
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

20
歳
未
満
で
心
身
に
中
程
度
以
上
の

障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

で
、（
施
設
入
所
児
童
は
対
象
外
）
所
得

制
限
や
そ
の
他
に
も
支
給
要
件
が
あ
り

ま
す
が
、
受
給
資
格
者
と
し
て
認
定
さ

れ
れ
ば
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
更
新
手
続
き
は
８
月
中
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
児
童
扶
養
手
当
ま
た
は
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
平
成
20
年
度
も
資
格
が
継
続
す
る

か
ど
う
か
の
確
認
を
す
る
た
め
８
月

上
旬
に
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
全
額

支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
方
も
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
８
月
中
に
必
ず

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
み
２
年
間
連

続
所
得
制
限
超
過
の
人
に
限
り
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
せ

住
民
課
　
児
童
手
当
係

1
57
―
１
５
１
１

児
童
手
当
と
は

児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
へ

母
子
医
療
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち

の
方
は
、
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
と
一

緒
に
母
子
医
療
の
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書
（
住
所
・
氏
名
を
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

②
印
鑑

③
対
象
と
な
る
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん

の
健
康
保
険
証

お
問
い
合
せ
・
申
請

安

町
役
場
　
住
民
課
②
番
窓
口

1
57
―
１
５
１
１
（
内
線
２
２
２
）

母
子
医
療
更
新
の
お
知
ら
せ
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安

町
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
の
で

多
数
ご
出
品
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案

内
し
ま
す
。

期
間

８
月
21
日（
木
）〜
８
月
24
日（
日
）

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
展
示
ホ
ー
ル

出
品
資
格

高
校
生
以
上
。
町
在
住
及

び
在
勤
の
方

出
品
点
数

１
人
２
点
以
内

大
き
さ

４
ツ
切
り
以
上
。
組
、
連

は
一
枚
に
結
合
、
枠
張
り
ま
た
は
額

装
の
こ
と
。

題
材

自
由

申
込
・
搬
入
期
間

８
月
14
日
（
木
）
〜
８
月
17
日
（
日
）

申
込
・
搬
入
場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

作
品
搬
出

８
月
25
日
（
月
）

そ
の
他

出
品
料
は
無
料
で
す
。
出

品
作
品
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を

い
た
し
ま
す
が
万
一
破
損
・
汚
染
の

場
合
は
責
任
を
お
い
か
ね
ま
す
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

1
57
―
２
２
８
１

作
品
創
作
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
を

図
る
目
的
で
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て

出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

出
品
資
格
者

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
素
人
の
方

出
品
種
目

日
本
画
・
洋
画
・
書
・
工

芸
・
手
芸
・
写
真
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
・
タ
イ
プ
ア
ー
ト

出
品
数

１
人
１
点

出
品
申
込
期
限

８
月
20
日
（
水
）

作
品
提
出
日

８
月
29
日
（
金
）

展
示
期
間

９
月
８
日
（
月
）
〜
30
日

（
火
）
た
だ
し
、
土
、
日
及
び
祝
日
は

休
み
で
す
。

展
示
場
所

安

町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
１
階

※
出
品
作
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

細
心
の
注
意
を
い
た
し
ま
す
が
、
万

一
の
破
損
、
汚
損
等
の
場
合
に
は
責

任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課

1
57
―
１
５
９
０

FAX
57
―
１
５
９
２

町
内
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
富

雄
川
や
道
路
周
辺
の
空
き
缶
・
あ
き
ビ

ン
・
ゴ
ミ
清
掃
を
行
い
ま
す
。
住
民
の

み
な
さ
ま
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。
作
業
用
手
袋
、
ゴ
ミ
袋
等
は

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
清
掃
の
で

き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
７
日
（
日
）
雨
天
決
行

午
前
９
時
〜
11
時
頃

た
だ
し
、
午
前
６
時
以
降
に
大
雨
、

強
風
に
関
す
る
警
報
・
注
意
報
発
令

時
は
中
止
し
ま
す
。

集
合
場
所

安

町
役
場

集
合
時
間

午
前
９
時
ま
で
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

役
場
総
務
課

1
57
―
１
５
１
１

ふ
る
さ
と
美
化
安

町

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

安

町
高
齢
者
作
品
展
の

開
催
に
つ
い
て

安

町
写
真
展
作
品
募
集

毎週日曜 朝９時より
安 中学校南側

■主催：ほっと安 朝市実行委員会
■お問い合せ：役場産業課　157－1511
毎月第１日曜日　先着100名様に花の苗などを無料配布しています。

（農地・水・環境保全対策事業への取組）

安心・安全な町内の朝取り野菜を安価でご提供します

雨天でも開催
しています

売り切れ
次第閉店させ
て頂きます

相
談
日

８
月
11
日
（
月
）

時
　
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

役
場
３
階
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

８
月
人
権
、行
政
相
談
日
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日
時

９
月
14
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
受
付
　
10
時
開
会

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

「
式
典
」

「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

・
サ
ー
ク
ル
の
方
々
に
よ
る
民
謡
・

お
ど
り

・
三
味
線
漫
才

暁
　
照
夫
・
光
夫

・
歌
謡
シ
ョ
ー
　
松
本
　
　
毬

・
コ
メ
デ
ィ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

Ｍ
ｒ.

オ
ク
チ

※
70
才
未
満
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
当
日
欠
席
さ
れ
た
方
の
、
記

念
品
の
受
取
り
は
10
月
末
日
ま
で
に

（
代
理
・
可
）ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
の
う
え
、

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
お
受
取
り
く
だ

さ
い
。

体
操
、
ゲ
ー
ム
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

お
ど
り
、
紙
芝
居
、
太
極
拳
等
、
人
と

人
、
趣
味
と
健
康
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
５
月
25
日
（
日
）
中
央
公
園

体
育
館
で
２
時
間
あ
ま
り
「
楽
し
く
、

無
理
せ
ず
、
元
気
よ
く
」
体
操
・
太
極

拳
・
コ
ー
ラ
ス
な
ど
で
、
身
体
を
動
か

し
、
日
々
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
未

来
の
健
康
に
つ
な
が
る
よ
う
最
後
は
み

ん
な
で
輪
に

な
り
歌
を
う

た
い
終
え
ま

し
た
。
皆
さ

ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
奈
良
県
税
事
務
所
及
び

管
内
市
町
が
合
同
で
地
方
税
滞
納
の
た

め
、
差
押
え
し
た
不
動
産
を
公
売
し
、

税
の
公
平
性
を
実
現
し
地
方
税
収
を
確

保
す
る
た
め
連
携
し
て
滞
納
整
理
の
促

進
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
回
こ

れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
安

町
、

大
和
郡
山
市
及
び
平
群
町
が
合
同
で
不

動
産
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

公
売
日

平
成
20
年
８
月
25
日
（
月
）

場
　
所

大
和
郡
山
市
役
所
本
庁
舎
４

階
会
議
室

公
売
財
産

大
和
郡
山
市
内
及
び
平
群

町
内
の
土
地
（
物
件
の
詳
細
等
は
、

安

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow

n.ando.nara.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

売
却
決
定
日

平
成
20
年
９
月
１
日

（
月
）
午
後
１
時

お
問
い
合
せ

安

町
税
務
課

1
０
７
４
３
―
57
―
１
５
１
１

大
和
郡
山
市
税
務
課
納
税
推
進
係

1
０
７
４
３
―
53
―
１
１
５
１

平
群
町
収
納
対
策
課

1
０
７
４
５
―
45
―
１
０
０
１

・
当
日
、
車
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
記
念
品
の
代
理
受
領
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

「
敬
老
の
つ
ど
い
」
ご
案
内

第
５
回
ネ
ッ
ト
あ
ん
ど
協
働

た
い
交
流
会
を
紹
介
し
ま
す
。

安

町
・
平
群
町
・
大
和

郡
山
市
に
よ
る
合
同
公
売

の
お
知
ら
せ

親
子
食
育
教
室

み
ん
な
で
つ
く
る
の
楽
し
い
ね
！

み
ん
な
で
食
べ
る
の
、
お
い
し
い
ね
！

夏
休
み
の
１
日
を
、
食
生
活
改
善
推
進

員
の
方
と
、
お
友
達
、
お
母
さ
ん
や
お

父
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時：

８
月
22
日
（
金
）

午
前
９
時
集
合
　
午
後
２
時
終
了
予

定
場
所：

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者：

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物：

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き

ん
・
筆
記
用
具
・
お
茶
・
手
ふ
き
タ

オ
ル
・
う
わ
ば
き
・
歯
ブ
ラ
シ

料
金：

親
子
で
３
０
０
円

（
子
ど
も
一
人
増
え
る
ご
と
に
１
５

０
円
）

申
し
込
み：

８
月
15
日
（
金
）
ま
で

（
た
だ
し
、定
員
13
組
の
た
め
先
着
順
）

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課

1
57
―
１
５
９
１
FAX
57
―
１
５
９
２

食推の食育教室

参加者募集！

私たちがお手伝

いします。
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●　お知らせ ●

平成20年度粗大ゴミ（後期）収集日程カレンダー

・家具類 ・フトン、衣料 ・プラスチック類 ・鉄類 ・電気製品類【ただし、家電リサイクル法対象
品（テレビ・エアコン・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機）およびパソコン機器は除きます。】
・自転車、バイク（50cc以下） ・有害物（電池・蛍光灯）

・廃油､ガレキ､建築廃材､土砂、プロパン容器､ドラム缶、米用大型ブリキ缶、消火器､たたみ、農薬などの
薬品、ペンキ、植木（観葉植物等）､木材､農機具類、サーフィンボード、オルガン・ピアノ（足引タイ
プ等）、タイヤ、バッテリー、自動車・バイクの部品その他収集不可能と判断した物

・ビン、缶類、雑誌などは通常のゴミ収集日か子ども会などで資源ゴミの収集がある場合はその指定日に
出してください。
・バイク、ストーブなどの油は必ず抜いてから出してください。
・家電リサイクル法対象品（テレビ・エアコン・冷蔵庫・洗濯機）および、パソコン機器は収集できません。
・粗大ゴミは一般家庭ゴミに限り収集します。農機具・営業関係ゴミは収集できません。
・引越しやリフォームによる大量放棄は受け付けません。

（ただし、千原池付近のマンション地区は「センチュリーアスカⅢ｣東側千原池の堤防を上がったところです。）

・お問い合せ　住民課　1 57－1511 FAX 57－1525

なお、翌朝に収集、回収します。上記の決まった日時に出してください。
このページは目につく場所に貼ってご利用ください。

月
出　　　　す　　　　日

排 出 大 字 ・ 箇 所
日 曜日 時　　　　間

9月 2日 火 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 あつみ台

4日 木 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 東安

11日 木 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 東安 マンション地区

16日 火 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 小泉苑

18日 木 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 新法隆寺

18日 木 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 興　　人

25日 木 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 柿の里

25日 木 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 若草の里

29日 月 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 窪田（中・下）

10月 2日 木 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 かしの木台

7日 火 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 窪田（北・東・上）

14日 火 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 岡　　崎

21日 火 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 笠　　目

23日 木 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 西安

28日 火 ＰＭ5：00～ＰＭ9：00頃 東安 （南）

収集できる粗大ゴミ

収集できない粗大ゴミ

注意事項

収集所は、各大字の役員等にお尋ねください。

各箇所の住民以外は粗大ゴミを出さないでください。
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格言・ことわざに見る　子育てのヒント
第２の扉　①第２の扉　①

「児
こ

（子）やらい」

て
い
か
か
ず
ら

地
図
吉

中
学
生
の
頃
は
、
美
術
や
音
楽
は
大

の
苦
手
だ
っ
た
。
理
科
や
数
学
は
大
好

き
で
、
理
科
の
時
間
に
な
る
と
俄
然
張

り
切
っ
た
。
父
は
、「
理
科
の
先
生
」
と

い
う
参
考
書
を
買
っ
て
く
れ
た
。
顕
微

鏡
を
作
る
と
言
え
ば
レ
ン
ズ
を
買
っ
て

く
れ
た
。
理
科
の
力
を
伸
ば
し
て
や
ろ

う
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。

父
は
文
学
が
好
き
で
、
と
り
わ
け
啄

木
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
良
く
聞
か
さ
れ

た
。
高
校
三
年
生
に
な
っ
て
、
私
が
急

に
文
学
部
に
進
み
た
い
と
言
い
だ
し
た

時
、
父
は
真
剣
に
悩
ん
だ
よ
う
だ
。「
文

学
の
話
を
し
す
ぎ
て
息
子
の
進
路
を
誤

ら
せ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
。

友
達
に
、
社
会
科
が
大
好
き
な
男
が

い
た
。
と
り
わ
け
地
理
が
得
意
で
、
地

理
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
よ
く
知

っ
て
い
た
。
特
産
品
か
ら
気
象
、
地
形
、

鉄
道
、
名
所
、
史
跡
ま
で
詳
し
か
っ
た
。

社
会
科
の
時
間
に
、
彼
の
ワ
ク
ワ
ク
す

る
様
子
が
よ
く
分
か
っ
た
。

彼
は
「
地
図
吉
」
と
呼
ば
れ
、
私
は

「
理
科
の
先
生
」
だ
っ
た
。
呼
称
は
別
に

し
て
、「
カ
ン
ジ
ー
（
漢
字
）」
も
い
れ
ば
、

「
野
球
小
僧
」
も
「
卓
球
娘
」
も
「
韋
駄

天
」
も
い
た
。

（
文
責
　
中
川
）

2003年頃にピークだった不登校児童の数は年々減少傾向にあるものの、それに変わって最
近、「引きこもり」という社会現象が問題化してきています。最近では「ニート」という言葉なども登場してき

て、それが別段異常ではないとする風潮もでてきているようです。（「引きこもり」の数は、まれに外出する

「準ひきこもり」を含めると300万人以上とされています。「ＮＨＫ福祉ネットワーク2005年度調査」）
民俗学者の第一人者柳田国男は、その著書で「児やらい」という考え方を紹介しています。

これは、中国・四国地方に残る方言で、児（子）を遣らふ（追い出す、追い払う、しめだす）という意味で

使われています。

彼は、この「児やらい」という考え方を「ちょうど今日の教育というも

のの、前に立って引っ張って行こうとするのとは、まるで正反対の方法で

あったと思われる・・・」と述べています。

かつては、親は子どもを大人社会へ追い出して一人前にしようと後ろから

支える立場にあった、それがどうも現代では正反対になっているのではない

かというのです。また、「児やらい」の大切さをこうも述べています。

柳田国男は明治８年（1875）に生まれ、昭和37年（1937）に88歳で亡くなるまで、多くの戦争を含む激動の
時代を生きました。その彼が、今のこの時代を予見していたとは思えません。でも、「引きこもり」や「ニート」

に悩む本人や親、家族、社会にとって、「児やらい」という考え方が「子どもの自立」への重要なキーワードに

なりうる気がします。

今、当たり前過ぎて、疑うことのない「自分の子」という意識が「児やらい」に根付く精神とは逆方向に子

どたちを追いやっているのではないでしようか？

※　みなさんからの、ご意見・ご感想をお待ちしています。

人を成人にする大切な知識の中には、家で与えることのできぬものが実はいくつもありました。そういう点
については世間が教育し、また本人が自分の責任で修養したものであります。ヤラフというのは何か苛酷（か
こく）のようにも聞こえますが、どこかに区切りをつけぬと、いつまでも一人立ちができぬのみならず、親よ
り倍優（ばいまさ）るものを作り上げることもできなかったのであります。（「こども風土記」より）

赤子は肌をはなすな
幼子は肌をはなせ　手をはなすな
少年は手をはなせ 目をはなすな
青年は目をはなせ　心をはなすな
（前スクールカウンセラー　石田陽彦先生の講演より）

あ
な
た
も
？

私
も
、
子
や
ら
い

終
わ
っ
た
の
よ
！

う
ふ
ふ
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第１の扉　@2第１の扉　@2
学校教育は今…学校教育は今…

小中学生、学校を出て社会（体験学習）に学ぶ！
小学校１～５年生は校外学習、小学校６年生は広島方面への修学旅行、中学３年生は沖縄方面へ初め
ての飛行機を使った修学旅行に行ってきました。たくさんの思い出と体験を胸に、毎日の学校生活を頑
張っています！（※写真は小学校６年生と中学校３年生の修学旅行の様子です。）

小学校　（５／18～19） ｉｎ　　広　島

広島では、事前に学習した世界
遺産の原爆ドームなどを見学し、
原爆の怖ろしさや平和の大切さを
改めて学びました。
また、大久野島

では、自転車を利
用して、体験学習
をするなど有意義
な修学旅行でした。

中学校　（５／11～13） ｉｎ　　沖　縄

沖縄は、すでに夏のような日差
しでした。ガマ体験などの平和学
習や、沖縄ならではの自然に触れ
ながらの学習や経験をたくさんし
ました。
また、全員が参加できたこと、

大きなけが等もなく過ごせたこと
もあり、充実した修学旅行でした。
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〜
昔
の
く
ら
し
実
演
体
験
会
〜

い
草
の
ズ
イ
を
取
り
出
し
、
灯
芯
に

仕
上
げ
る
技
術
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

わたの花

8888月月月月 のののの 花花花花

ま
た
最
近
流
行
の
手
作
り
わ
ら
ぞ
う
り

の
講
習
も
同
時
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

８
月
24
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

参
加
費

入
館
料
が
必
要
で
す

申
込
み

そ
れ
ぞ
れ
10
名
ま
で

（
申
込
み
順
）

※
先
に
館
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
ぞ
う
り
作
り
参
加
の
方
は
、
わ
ら
を

断
つ
は
さ
み
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
ズ
ボ
ン
ス
タ
イ
ル
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
・
場
所
・
申
込
み

安

町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
大
字
東
安

１
３
２
２
）

1
57
―
５
０
９
０
FAX
57
―
８
８
９
５

﹇
初
め
て
の
方
の
申
し
込
み
方
法
﹈

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
（
約
１
時
間
）

を
受
講
し
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

各
講
習
会
は
、
開
講
１
時
間
前
よ
り

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

定
員
は
１
回
20
名
で
先
着
順
で
す
。

（
代
理
人
・
電
話
受
付
は
出
来
ま
せ
ん
。）

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室
内
運
動
靴

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
お
子
様
の
入
室

は
、
危
険
で
す
の
で
お
断
り
し
ま
す
。）

﹇
講
習
会
開
講
日
時
﹈

○
毎
月
第
３
日
曜
日
、
１
回
実
施

午
前
11
時
か
ら

○
毎
月
第
３
月
曜
日
、
１
回
実
施

午
後
７
時
か
ら

﹇
対
象
者
﹈

16
歳
以
上
の
方

﹇
講
習
会
受
講
費
﹈

２
０
０
円

﹇
登
録
後
の
使
用
方
法
﹈

講
習
会
受
講
後
、
登
録
証
を
発
行
し

ま
す
の
で
、
使
用
時
に
窓
口
で
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
後
は
い
つ
で
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

午
前
9
時
〜
午
後
９
時
（
火
曜
日
休

館
、
火
曜
日
が
祝
日
の
時
は
直
近
の

平
日
）

使
用
料
は
町
内
在
住
者
１
回
３
０
０

円
、
１
ケ
月
２，

０
０
０
円

町
外
在
住
者
１
回
４
０
０
円
、
１
ケ

月
３，

０
０
０
円

指
導
員
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指

導
と
リ
ズ
ム
体
操
（
１
日
２
回
約

30
分
）
を
実
施
し
ま
す
。

○
毎
月
日
曜
日
と
月
曜
日
（
講
習
会
時

間
中
除
く
）

日
曜
日
指
導
時
間

午
前
11
時
〜
午
後
９
時

リ
ズ
ム
体
操
　
午
後
１
時
か
ら
と
午

後
７
時
か
ら

月
曜
日
指
導
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

リ
ズ
ム
体
操
　
午
前
11
時
か
ら
と
午

後
３
時
か
ら

お
問
い
合
せ

安

中
央
公
園
体
育
館

1
58
―
４
０
１
１

６
月
よ
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の

機
器
（
８
台
）
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

紫
外
線
も
き
つ
く
な
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
室
内
で
さ
わ
や
か
な
汗

を
な
が
し
、
運
動
不
足
の
解
消
、
健
康

づ
く
り
な
ど
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

と
う

し
ん

灯
芯
ひ
き
･
体
験
会

わ
ら
ぞ
う
り
作
り

灯芯ひき

わらぞうり作り

●　お知らせ ●

安

中
央
公
園
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
か

ら
の
お
知
ら
せ
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●　スポーツ ●

日
時
　
８
月
23
日
（
土
）

午
前
９
時
集
合

種
目

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

ス
リ
ー
タ
ッ
チ

室
内
ペ
タ
ン
ク

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

参
加
資
格

町
内
在
住
者
・
在
勤
者
・

年
齢
不
問
・
親
子
で
の
参
加
歓
迎

受
付

当
日
受
付

日
時
　
９
月
７
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
集
合

場
所

安

中
央
公
園
多
目
的
広
場

受
付

当
日
受
付

日
時
　
９
月
７
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
集
合

場
所

安

中
央
公
園
多
目
的
広
場

参
加
資
格

町
内
在
住
者
・
在
勤
者
・

受
付

当
日
受
付

日
時
　
９
月
13
日
（
土
）

午
前
９
時
集
合

種
目
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

ス
リ
ー
タ
ッ
チ

室
内
ペ
タ
ン
ク

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

参
加
資
格

町
内
在
住
者
・
在
勤
者
・

年
齢
不
問
・
親
子
で
の
参
加
歓
迎

受
付

当
日
受
付

日
時
　
９
月
14
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分

場
所

安

中
央
公
園
多
目
的
広
場

参
加
資
格

町
内
在
住
者
・
在
勤
者

受
付

９
月
８
日
〜
11
日

６
月
15
日
（
日
）

（
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
・
フ
リ
―
テ
ニ

ス
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
・
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
４
種
目
が
郡
内
の
体
育

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。）

準
優
勝
　
安

Ｉ
ク
ラ
ブ

（
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
）

�
�
�軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

�
�
�生駒郡
町
村
会
杯
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会 �

�
�軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

��
��
��大

会
の
お
知
ら
せ

大
会
の
お
知
ら
せ

�
�
�第34
回
秋
季
少
年
野
球
大
会

�
�
�第
17
回
ペ
タ
ン
ク
大
会

�
�
�第27回
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

�
�
�兼32回６
年
生
を
送
る
少
年
野
球
大
会

��
��
��

大
会
結
果

大
会
結
果

10
月
12
日
（
日
）
開
催
の
町
民
体
育

祭
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

入
選
作
品
は
体
育
祭
当
日
に
展
示
・

表
彰
し
ま
す
。

募
集
要
項

①
第
34
回
安

町
民
体
育
祭

②
日
時
　
10
月
12
日
（
日
）

予
備
日
10
月
13
日
（
祝
）

午
前
　
９
時
開
会
式

③
場
所
　
安

中
央
公
園
多
目
的
広
場

※
右
の
①
〜
③
の
項
目
を
必
ず
ポ
ス
タ

ー
の
中
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

９
月
10
日
（
水
）

お
問
い
合
せ

安

中
央
公
園
体
育
館

1
58
―
４
０
１
１

★
カ
ー
ナ
ビ
が
ね
ら
わ
れ
て
い
る
!!

今
、
県
下
に
お
い
て
、
カ
ー
ナ
ビ
や

ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
等
を
狙
っ
た
車
上
ね
ら

い
、
部
品
ね
ら
い
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

被
害
場
所
の
多
く
は
月
極
駐
車
場
や

ハ
イ
ツ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
車
場
で
す
。

こ
の
犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
の
有
効
な

被
害
防
止
策
と
し
て
は
、
車
の
ハ
ン
ド
ル

に
簡
単
に
取
り
付
け
ら
れ
る
ハ
ン
ド
ル
固

定
式
「
振
動
ア
ラ
ー
ム
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
振
動
ア
ラ
ー
ム
は
、
振
動
な
ど
の �

�
�第34回
町
民
体
育
祭
ポ
ス
タ
ー
募
集

衝
撃
に
反
応
し
て

大
音
響
で
鳴
り
続

け
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
車
内
に
は

カ
バ
ン
や
物
品
を

置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

奈
良
少
年
刑
務
所
に
お
い
て
矯
正
展

（
バ
ザ
ー
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
一
般

の
方
も
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

期
間

９
月
13
日
（
土
）
・
14
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

こ
の
度
、
五
月
女
哲
子
氏
が
、「
更
生

保
護
」「
地
域
社
会
」

「
犯
罪
非
行
」「
人

権
」
等
に
支
援
活

動
さ
れ
ま
し
た
功

績
に
よ
り
、
日
本

更
生
保
護
女
性
連

盟
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

安

駐
在
所

1
・
FAX
57
―
２
６
０
３

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り�

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り�

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り�

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
安
心
の
街

更
生
保
護
女
性
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

通
報
先
　
１
１
０
番
（
警
察
本
部
）

1
０
７
４
５
―
72
―
０
１
１
０

（
西
和
警
察
署
）

57
―
２
６
０
３

（
安

駐
在
所
）
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●　健　　康 ●

健康 カ レ ン ダ ー
事　業　名 日　　時 対　　象 持　ち　も　の 内　容　等

２歳児親子歯科
健　康　診　査

８月７日（木）
午前９時20分よ
り※時間を区切
り指定します。

平成18年２月８日
～８月７日生まれ
の児

母子健康手帳
アンケート用紙
歯ブラシ･コップ・タオル・
お茶

歯科診察・相談・フ
ッ素塗布
保護者で希望する方に
歯周疾患健診（200円）

※対象者には通知します。 ※場所はいずれも福祉保健センター

こ ど も

お と な
事　業　名 日　　時 対　　象 持ちもの 内 容　 等

健　康　相　談
（役場ロビー）

８月５日（火）９月５日（金）
午前９時～10時30分受付

町住民

健康手帳
または、
健康ファ
イル

血圧・体脂肪・腹囲測定、
尿検査、尿中塩分濃度測
定（料金２回分で100円）、
開眼片足立ち
健診後の健康相談として
もご活用ください。
※８月５日（火）は管理栄養
士による相談があります。

子宮頸部検診
（予約者には通知
しています。）

９月１日（月）
午後１時～１時15分
１時45分～２時
２時30分～２時45分受付

20歳以上
女性

健康手帳
800円

視診、内診、綿棒等でこ
すって細胞を採取
※受診間隔：２年に１回

☆検診場所は福祉保健センター　☆対象年齢は平成21年３月31日現在です。
☆町民税非課税世帯・生活保護受給者は検診料無料になります。料金徴収時にお申し出ください。
☆年間予約制です。予約がまだで受診希望の方、変更・キャンセルは至急ご連絡ください。
☆必要以外の貴重品はお持ちにならないでください。検診時、貴重品は自己管理をお願いします。
☆検診事業向上のため検診結果の集計結果等を国や県に報告します。個人名等の情報提供や目的外使用はあ
りません。ご理解の程よろしくお願いします。

お問い合せ 福祉保健センター内健康福祉課　157－1591 FAX57－1592

「食事に気をつけているけど、なかなか血糖値が下がらない」
「健診結果の見方を教えてほしい」など、このような方、個別の健康相談を
ご活用ください。
日　時：８月６日（水）午前９時～11時30分　午後１時30分～４時

＊午前のみ管理栄養士による相談あり
場　所：福祉保健センター
内　容：健康・栄養相談、血圧・体組成（体脂肪量や筋肉量等）測定・腹囲測定、尿検査、尿中塩分濃度測定

（料金２回分で100円）
持ち物：健康手帳または健康ファイル、必要時健診結果、尿検査および尿中塩分濃度測定をご希望の方は朝

一番の尿をご持参ください。
申込み：予約制、８月４日（月）までに福祉保健センター内健康福祉課へお申込みください。

157－1591 FAX57－1592

健康相談のご案内（予約制）
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●　健　　康 ●

み ん な で 健 康h e a l t hh e a l t h み ん な で 健 康

子
ど
も
の
発
育
に
は
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。
で
も
、
保
育
園
な
ど
集
団

の
中
に
入
る
ま
で
は
あ
ま
り
気
に
な

ら
な
っ
た
わ
が
子
の
発
育
が
、
同
学

年
児
の
中
で
、「
あ
れ
、
わ
が
子
は
、

小
さ
い
の
で
は
？
」
と
疑
問
に
思
っ

た
ら
、
ま
ず
は
、
乳
幼
児
の
健
診
や

保
育
園
、
学
校
等
で
測
定
さ
れ
る
身

長
・
体
重
を
、
折
れ
線
グ
ラ
フ
に
し

て
、
の
び
具
合
や
標
準
と
の
差
を
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
６
歳
ま
で

の
成
長
曲
線
は
母
子
健
康
手
帳
に
掲

載
）標

準
と
の
差
が
お
お
き
い
、
一
年

前
の
身
長
と
あ
ま
り
差
が
な
い
と
き

は
、
要
注
意
で
す
。

発
育
の
伸
び
に
は
食
生
活
や
、
生

活
ス
タ
イ
ル
（
過
度
の
夜
更
か
し
な

ど
）
が
関
係
し
ま
す
。
ま
ず
、
生
活

ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
、
改
善
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
等
の
分
泌

異
常
、
代
謝
や
肝
・
腎
臓
の
病
気
な

ど
に
よ
る
発
育
障
害
も
あ
り
ま
す
の

で
、
子
ど
も
の
発
育
に
不
安
を
感
じ

た
ら
専
門
機
関
へ
相
談
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
の
肥
満
が
、
生
活

習
慣
病
を
引
き
お
こ
す
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
多
い
の
で
、
一
回
の
食
事
量

を
減
ら
す
よ
り
も
、
朝
・
昼
・
夜
の

三
食
は
、
そ
の
ま
ま
で
、
手
軽
に
摂

っ
て
い
る
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
を
減

ら
し
て
、
カ
ロ
リ
ー
を
抑
え
る
。
外

遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
で
カ

ロ
リ
ー
を
使
う
な
ど
で
、
発
育
状
況

を
み
て
い
く
こ
と
が
お
勧
め
で
す
。

ま
た
、
極
端
な
肥
満
に
は
、
専
門
の

外
来
を
開
い
て
い
る
医
療
機
関
も
あ

り
ま
す
。

発
育
の
状
況
を
、
保
護
者
や
本
人

が
気
づ
く
こ
と
で
早
期
発
見
、
早
期

対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。
安

町
で

は
子
ど
も
の
発
育
に
つ
い
て
、
保
育

園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
健
康
福
祉

課
が
協
力
し
て
、
子
ど
も
の
成
長
曲

線
・
専
門
機
関
の
紹
介
等
、
情
報
提

供
や
相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
の
で
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
発
育

子
ど
も
の
発
育

定
員：

20
名

場
所：

安

町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物：

筆
記
用
具
、
健
康
手
帳
ま
た

は
健
康
フ
ァ
イ
ル
（
お
持
ち
の
方
の

み
）
参
加
費
５
０
０
円

申
込
み：

８
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

安

町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康

福
祉
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

1
57
―
１
５
９
１
FAX
57
―
１
５
９
２

わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
、

や
せ
ら
れ
な
い
…

こ
ん
ど
こ
そ
、
や
せ
た
い
！

そ
ん
な
方
、
大
募
集
！

“安

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ

ス
ト
ー
リ
ー
（
脱
メ
タ
ボ
）”

対
象：

お
お
よ
そ
69
歳
以
下
の
方
で

「
や
せ
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方

注目！

日　　時 主　な　内　容
１回目（スタート） ・自分の生活の振り返り
９月３日（水） ・からだの中でおこっているこ
午前９時30分～12時 とって、こんなこと

・めざす自分・行動計画を立て
よう　など

２回目（ゴール） ・実践してきたこと・成果の発
12月３日（水） 表　など
午前９時30分～12時

１回目と２回目の間は、個々で立てた目標に向かい実践です。

この間、定期的に体重などの変化や状況の報告をしていただきます。
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８月２日（土）
９月６日（土）

「小さい子の時間」（2・3歳～）
午後２時～２時20分

「大きい子の時間」（５歳～）
午後２時30分～３時
◎おはなし・絵本・紙芝居
◎場所：図書室

ママらっこ

¡８月８日（金）
「水遊び」
（雨の日は室内遊び）

持ち物　スイムパンツ　タオル
着替え　帽子　ビーチサンダ
ル（保護者用）

¡９月12日（金）
「からだをつかって

遊びましょう」
午前10時30分開始
福祉保健センター３階

工作クラブ
●工作クラブは、毎月第４水曜
日、午後４時～５時までしてい
ます。毎回楽しいオモチャを作
って、みんなであそびます。
●８月は夏休み工作クラブです
ので、第４水曜日はありません。
◎場所：福祉保健センター

会議室
◎道具はこちらで用意
いたします。
◎無料です。
お気軽に！

絵本のひろば
子どもが泣いても、おしゃ
べりしても大丈夫。
絵本の読み聞かせ、手遊び
は11時から
８月１日（金）

〔８月15日はお休みです〕
９月５日（金）
９月19日（金）
午前10時30分～12時
（入退出自由）

主催　子育てボランティア
Be
び

－輪
わ

「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１１
テンイチ

（毎月11日は人権を

確かめあう日）という意味です。

安 町人権・同和問題啓発活動推進本部 毎月11日は人権を確かめあう日です

日�月�火�水�木�金�土�

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

図
書
カ
レ
ン
ダ
ー
●
は
利
用
日

安 町福祉保健センター図書室

福祉保健センター２階

157-1590 FAX57-1592

［利用時間］午前10時～午後５時

本の窓
8

月

夏休み工作クラブ
からくりおもちゃを作ろう！
●毎年好評の「夏休み工作クラ
ブ」を今年も開催します。みな
さんのご参加をお待ちしていま
す。８月中旬より実物を図書室
に展示しますので、ご覧くださ
い。詳しいことは下記をお読み
ください。

からくりおもちゃ「うでふり人形」
●日　時：８月25日（月）午後１時～４時
●場　所：福祉保健センター３階・会議室
●定　員：30名

小学校低学年の方はできるだけ保護者の方と
一緒にご参加ください。小学生以下は必ず保
護者が付き添ってください。

●材料費：講師の準備により実費（100円程度）をいた
だきます。

●申込方法：８月４日（月）から図書室で受け付けます。
お電話でも結構です。定員になり次第
受付を終了します。

●持ち物：申込時に説明します。
●その他詳しいことは図書室までお問い合わせください。

1 2 3 4

私は日本の
ここが好き！

・神社のしくみと慣習・作法

・幕末の毒舌家

・証言沖縄「集団自決」

・モンスター・ペアレント

・回転スシ世界一周

・図解平成大相撲決まり手大事典

・阪急電車（有川　浩）

・ゴールデン・スランバー（伊坂幸太郎）

・サクリファイス（近藤史恵）

・死ぬかと思った９

おおととななのの本本棚棚

ジーン・ワルツ
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●　お知らせ ●

※ねんきん特別便記録内容については安 町役場では確認出来ませんので、ご了承ください。



18町のうごき（７月１日現在） ■人口　8,106人（前月比13人増）男3,915人　女4,191人　■世帯数　3,240世帯（前月比　11世帯増）

広報「あんど」は再生紙を使用しています。

●
広
報
安

第
４
２
９
号
　
２
０
０
８
年
７
月
１
日
発
行
　
●
発
行
・
編
集
／
安

町
役
場
・
総
務
課
　
■
〒
６
３
９-

１
０
９
５
　
奈
良
県
生
駒
郡
安

町
東
安

９
５
８
番
地
　
1
０
７
４
３-

５
７-

１
５
１
１
　
■
印
刷
／
橋
本
印
刷
株
式
会
社

こ
れ
ま
で
今
村
文
吾
の
墓
碑
に
ま
つ

わ
る
歴
史
を
追
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
同
じ
阿
土
墓
地
（
窪
田
）
に
眠
り
、

今
村
や
天
誅
組
に
関
連
す
る
人
物
で
あ

っ
た
〝
毛
利
義
之
〞
に
つ
い
て
ふ
れ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
土
墓
地
の
中
央
、
鳥
居
か
ら
南
西

よ
り
の
一
角
に
吐
田

は
ん
だ

（
現
川
西
町
）
地

域
の
墓
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
平

成
十
四
年
建
立
の
、
由
来
を
刻
ん
だ
石

標
の
添
え
ら
れ
た
墓
碑
が
立
っ
て
い
ま

す
。方

柱
状
の
正
面
に
「
毛
利
義
之
墓
」

と
読
め
る
碑
が
そ
れ
で
、
右
面
か
ら
裏

面
に
か
け
て
彼
の
事
績
を
記
す
文
字
が

整
然
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
十
月
の
紀

年
銘
が
あ
り
、
跡
取
り
の
義
次
に
よ
り

毛
利
義
之
の
墓
碑
１

建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

毛
利
義
之
（
幼
名
は
瀧
蔵
、
通
名
は

喜
右
衛
門
、
号
を
竹
庵
）
は
文
政
二
年

（
一
八
一
九
）
に
目
安
（
現
斑
鳩
町
）
の

清
水
又
左
衛
門
の
嫡
男

ち
ゃ
く
な
ん

と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
二
十
歳
頃
不
孝
に
も
三
年
も

の
間
流
浪
す
る
身
と
な
り
ま
し
た
が
、

穴
闇

な
ぐ
ら

（
現
河
合
町
）
に
所
有
地
が
あ
っ

た
た
め
居
を
移
し
て
家
庭
を
持
っ
た
と

い
い
ま
す
。

外
戚
に
あ
た
る
毛
利
喜
右
衛
門
家
は
、

郡
山
藩
領
の
吐
田
村
に
あ
り
、
大
庄
屋

や
庄
屋
役
を
代
々
務
め
て
い
ま
し
た
が

（
嘉
永
元
年
﹇
一
八
四
八
﹈「
新
郷
蔵
普
請

諸
事
」
他
『
川
西
町
史
』
史
料
編
）、
当

時
跡
継
ぎ
が
居
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
彼
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
妻
子

と
共
に
同
家
に
入
り
毛
利
氏
を
名
乗
っ

て
い
ま
す
。

『
斑
鳩
町
史
史
料
編
』（
昭
和
五
十
四

年
刊
）
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
養
父
に
よ

く
仕
え
、
家
政
を
助
け
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
「
交
友
を
好
み
、
茶
道
を
嗜

た
し
な

み
、

俳
諧

は
い
か
い

の
道
に
志
し
書
画
を
愛
し
珍
器
を

集
め
て
大
い
に
楽
し
む
」
人
で
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

実
家
で
あ
る
清
水
氏
が
、
法
隆
寺
に

係
わ
る
枚
岡
鳩
平

ひ
ら
お
か
き
ゅ
う
へ
い

（
一
八
三
三
〜
一
九

二
一
、
当
時
法
隆
寺
門
前
に
在
住
、
の

ち
の
北
畠
治
房
）
ら
と
親
交
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
村
文
吾
や
伴
林
光
平
、

浄
尚

じ
ょ
う
し
ょ
う（

現
大
和
郡
山
市
椎
木
町
在
住
の

僧
、
今
村
氏
の
塾
・
晩
翠
堂
門
下
生
、

の
ち
の
三
枝
蓊

し
げ
る

）
等
と
も
尊
皇

そ
ん
の
う

攘
夷

じ
ょ
う
い

の

志
を
も
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

一
説
で
は
義
之
も
今
村
氏
が
主
催
す
る

塾
の
門
人
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
（
吉

見
良
三
『
天
誅
組
紀
行
』
一
九
九
三
年

刊
）。文

久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
に
天

誅
組
の
変
が
お
こ
る
と
、
郡
山
藩
方
の

追
討
軍
に
随
っ
て
現
地
に
趣
き
、
五
條

で
う
ま
く
天
誅
組
の
出
納

す
い
と
う

方
の
一
員
と

し
て
加
わ
り
、「
軍
資
金
の
調
達
」
役
を

裏
方
と
し
て
務
め
た
の
で
す
。
し
か
も

「
自
己
の
負
債
と
し
て
四
貫
匁

・

・

・

を
借
入
れ
」

援
助
し
続
け
た
と
い
い
ま
す
。

四
貫
匁
と
は
、
江
戸
時
代
に
流
通
し

て
い
た
銀
の
通
貨
単
位
で
、
西
日
本
は

日
常
こ
れ
を
用
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の

年
の
平
均
米
相
場
、
一
石
（
約
一
五
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
銀
一
四
九
・
八
匁
と

み
れ
ば
、
約
四
ト
ン
の
米
を
入
手
す
る

額
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
時
一

日
五
合
（
七
五
〇
グ
ラ
ム
）
を
消
費
し

た
と
す
る
と
、
五
三
〇
〇
食
以
上
の
兵

糧
に
相
当
す
る
巨
額
な
借
財
だ
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

No.83

墓碑表面（窪田・阿土墓地）


